
     

毎日一分一秒も無駄にしない（長谷川選手） 
校長  藤原 輝正 

  

１７日間、熱戦が繰り広げられた「ミラノ・コルティナ冬季五輪」が幕を閉じま

した。毎日報道される、日本人選手の活躍に胸を躍らせました。開会前の全校朝会で

も、子供たちにもお話していましたので、私も楽しみにしていました。今大会、日本

は合計２４個のメダルを獲得し、冬季で過去最高だった前回北京五輪の１８個を大き

く上回ったと聞き、すごいことだと思いました。子供たちとも共有したいと、毎日届

く新聞記事にはさみを入れ、図書室前の廊下に掲示させてもらいました。今大会のス

キージャンプ混合団体での初メダル、フィギュアスケートのりくりゅうペア、スピー

ドスケートの高木選手など、いくつもの感動をいただきました。特に、スノーボード

は金４個を含む過去最高の９個のメダルと大活躍でした。  

その中の一人、長谷川帝勝選手の記事に目が留まりました。見出しには、「長谷川  

努力の天才」と書かれていました。スノーボード男子スロープスタイルで銀メダルを

獲得（スロープスタイルで日本勢初のメダル）しました。スノボ好きのお父さんに連

れられて４歳で始めました。「誰よりも練習しないと勝てるようにならない」と自宅

から遠方へ毎週通い、夢中になって滑りました。小学校の卒業文集には、 「今やるべ

きことは、毎日１分１秒も無駄にせず練習することです」とつづったそうです。その心のま

まずっと練習をし続けたのだと思います。「毎日１分１秒も無駄にしない」は、すべ

てに通ずると感じました。３月に入り、１年間のまとめの時期になりました。今、６

年生は卒業に向けて、１～５年生は進級へ向けて頑張っております。１分１秒も無駄

にしない気持ちをもっての積み重ねの中に未来が開かれることを確信し、しっかりと

応援していきたいと思います。  

学校だよりも今年度最後の号となりますが、保護者、地域の皆様の大きな応援に

いつも感謝しております。１年間、大変にありがとうございました。  

 

開校５０周年に向けて 

次年度（８年度）は第 50 回入学式となり、友田小学校が開校してから５０年目に

入ります。青梅市では周年の翌年に学校で記念の式典等を行い、盛大にお祝いをしま

す。８年度は様々な教育活動が 50 年目の節目の取組となり、大切な 1 年となりま

す。学校経営方針の「目指す学校像」にも、「開校 50 周年を迎え、学校開校の意義や歴

史を学び、児童に愛校心を育む学校」を加えました。この度、元 PTA 会長の宇津木さ

ん、石田さんに実行委員長、副委員長をお引き受けいただけることになりました。 

宇津木  繁さん （第 27,29 代 PTA 会長）  石田  亘   さん （第 26 代 PTA 会長） 

節目の時を大切に、開校から今に至る歴史を学び、児童・保護者・地域の皆様と

共にお祝いし、未来へつなげていきたいと思います。  
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